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障害者支援施設における自閉症者に対する余暇支援の有効性
－生活支援員に対する質問紙調査を通して－
松 山 郁 夫
Effectiveness of Activity Support for the Leisure Activity of Persons with Autism in

















現在、自閉症については、米国精神医学会（American Psychiatric Association: APA）における「精神障害
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質問項目 第１因子 第２因子 第３因子
第１因子「個人に応じた支援」
４２．余暇活動の内容を決めるときに利用者の興味を尊重すること ．８９０ －．００４ －．１２０
２２．余暇活動の内容を決めるとき利用者の意思を尊重すること ．８３５ －．０１６ ．０３０
１６．余暇の楽しみ方には個人差があると捉えること ．８２６ －．０６６ －．０６５
２３．利用者の希望をもとに活動内容を決めていくこと ．７９１ ．０３１ －．０１９
１５．余暇活動の内容について利用者の希望を聞くこと ．７７３ ．０００ －．０２２
２５．個々の利用者に応じた余暇活動を行うこと ．７７１ ．０４６ －．０６３
９．障害特性に合わせた余暇活動を行うこと ．７６５ －．００９ －．０１０
１４．利用者が興味・関心を示す余暇活動の内容を提案すること ．７６５ ．０３１ －．０２０
３８．利用者が楽しめる余暇活動については継続すること ．７５６ －．１５０ ．１７８
３６．利用者が希望する余暇活動を選択できるようにすること ．７４２ ．２６６ －．１７８
２６．利用者の余暇における楽しい過ごし方を見つけること ．７１５ ．０２４ ．０９３
１．余暇を穏やかに過ごせるようにすること ．５９０ －．００２ ．１９２
８．余暇活動を支援するプログラムを作ること ．５７４ －．１０９ ．３５１
２．余暇活動を継続的に行うこと ．５４０ －．２４２ ．４６５
２４．余暇活動の場所を確保すること ．５３３ ．２８７ ．０７６
４１．余暇の過し方に関する個別支援プログラムを作成すること ．５１２ －．０１２ ．３３２
３２．利用者に身近な余暇活動の内容を提案すること ．４７８ ．２３９ ．０５６
２０．利用者に複数の余暇活動を提示すること ．４５８ ．２９４ ．０３３
３３．余暇活動の種類を増やすこと ．４２８ ．２６６ ．０８８
２１．利用者がさまざまな余暇活動を経験できるようにすること ．４１５ ．３９４ －．００５
第２因子「地域資源による支援」
２９．余暇活動にボランティアを活用すること －．０５２ ．８５１ －．０２８
１９．地域の支援者の協力を得て余暇活動をすること －．０３９ ．７９７ －．０３４
３１．地域の体育館等の施設を利用して余暇活動をすること ．０１０ ．６８２ ．０２４
２８．余暇活動において人との交流ができるようにすること ．０６０ ．６５５ ．１１１
３５．余暇活動で公共交通機関を利用できるようにすること ．２３８ ．６２３ －．１０５
表２ 自閉症者への余暇支援の有効性に対する意識についての因子分析結果
松 山 郁 夫１２８
区 分 平方和 自由度 平均平方 Ｆ値
余暇支援 ７６．９８ ２ ３８．４９ ２６１．２９*
被調査者 １９８．８６ １７２






１１．余暇活動を通して利用者の仲間意識を育てること －．２３６ ．５８９ ．３５７
１８．１０人以上の集団による余暇活動を取り入れること －．３０７ ．５１８ ．４０３
３９．地域社会に余暇活動の場を開拓していくこと ．３１２ ．５０９ －．０３６
４０．余暇支援が公的な支援として認められるようにすること ．２９３ ．４９５ ．０２７
３４．余暇活動で利用者が行きたい場所に移動できるようにすること ．３４８ ．４６２ －．０１５
１０．利用者の地域生活を支える視点を余暇活動に取り入れること ．２６５ ．４０４ ．０９７
第３因子「意義のある支援」
６．余暇を過ごす技能を獲得すること ．０６５ ．１０８ ．６１８
３．文化的な余暇活動を行うこと －．０５２ ．２９１ ．５７２
５．集団での余暇活動の楽しさを味わうこと －．３０３ ．３７５ ．５６０
４．身体運動に関する余暇活動を行うこと ．２２５ ．０９８ ．４８５
７．余暇活動を計画的に行うこと ．４４１ －．１１３ ．４８２
１７．生活支援員等職員が提案して活動内容を決めていくこと ．３２４ －．２１３ ．４５４
１２．余暇の過ごし方の技能を高めること ．２１８ ．１７１ ．４５４
項 目 喜 び 達成感 満足感
第１因子「個人に応じた支援」 ．０８７ －．２１７ ．３０６*
第２因子「地域資源による支援」 －．０８３ －．１５９ －．１０５
第３因子「意義のある支援」 －．１６１ －．２０７ ．０２０
Ｎ １７３ １７３ １７３
Ｆ値 １．８９ ５．３７** ３．９６**
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